
（福）富山県社会福祉協議会広報誌

スマートフォン用アプリ「Uni-Voice」
または「Uni-Voice Blind」を使えば
情報を音声で読み上げると同時に、テキストで表示されます。 この広報誌は共同募金の助成を受けています。
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ソウェルクラブのご案内
令和7年度福祉サービスに関する苦情・相談受付状況 P7
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福祉用具を展示しています！
全社協刊行図書のご案内
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特集 P2〜3 一人ひとりに寄り添う災害ケースマネジメント

生活支援を見据えた「氷見市災害ボランティア・支えあいセンター」の運営
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災
害
か
ら
の
自
立
・
生
活
再
建
に
は
、申
請
に
基
づ
く
制
度
的
支
援

を
提
供
す
る
従
来
の
手
法
で
は
、必
ず
し
も
十
分
な
対
応
が
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。金
銭
的
な
問
題
か
ら
心
の
ケ
ア
、住
ま
い
の
確
保

な
ど
様
々
な
生
活
課
題
に
、行
政
や
専
門
機
関
等
が
連
携
し
て
必
要
な

支
援
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
く
取
り
組
み
が
災
害
時
に
お
け
る

被
災
者
支
援
の
手
段
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

今
回
の
特
集
で
は
、
被
災
者
が
主
体
的
に
暮
ら
し
を
取
り
戻
す 

た
め
の
過
程
に
、多
様
な
支
援
策
を
組
み
合
わ
せ
て
伴
走
支
援
す
る

「
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
仕
組
み
や
実
践
事
例
に
つ
い
て 

紹
介
し
ま
す
。

生
活
再
建
の
課
題
と
な
る

「
７
要
素
」

　
県
で
は
、公
的
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の

活
用
や
福
祉
的
な
視
点
に
よ
る
支

援
に
加
え
、生
活
再
建
の
課
題
と

な
る「
７
要
素
」を
災
害
ケ
ー
ス
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
達
成
目
標
に
位
置

付
け
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
に
は
、学
識
者
か
ら
の

助
言
を
も
と
に
、こ
れ
ら
７
つ
の
要

素
に
関
連
す
る
幅
広
い
分
野
の
関

係
団
体
が
参
画
し
て
い
ま
す
。ま

た
、各
部
局
や
民
間
団
体
か
ら
推

薦
の
あ
っ
た
団
体
に
も
参
画
を
呼

び
か
け
、県
独
自
の
体
制
を
構
築

し
て
い
ま
す
。

【生活再建の7要素】

生活再建の
7要素

すまい
人と
人との
つながり

まち

こころと
からだそなえ

行政との
かかわり

くらし
むき

今
後
の
課
題・展
望

　

今
年
度
は
、平
時・
災
害
時
そ
れ

ぞ
れ
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
う
か
に
つ
い
て
、参
画
団
体
と

　

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
を
機

に
、県
内
で
も
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
必
要
性
が
改
め
て
認
識

さ
れ
、実
施
体
制
の
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。取
り
組
み
の
内
容
や

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、富
山
県
危

機
管
理
局
防
災
課
に
伺
い
ま
し
た
。

災
害
ケ
ー
ス

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
？

　

災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と

は
、被
災
者
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添

い
、個
別
の
課
題
に
合
わ
せ
て
生

活
再
建
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
組
み

で
す
。避
難
所
や
自
宅
へ
の
訪
問・

相
談
を
通
し
て
個
々
の
状
況
を
把

握
し
、必
要
な
支
援
へ
と
つ
な
ぎ
ま

す
。そ
こ
で
は
被
災
者
の
不
安
や
こ

れ
か
ら
の
希
望
を
聞
き
取
り
、様
々

な
専
門
職
や
関
係
機
関
と
連
携
し

て
支
援
方
針
を
検
討
。こ
う
し
た
伴

走
型
の
支
援
に
よ
り
課
題
の
重
症

化
を
防
ぎ
、暮
ら
し
の
早
期
再
建
を

後
押
し
し
ま
す
。

　
ま
た
、ま
ち
の
再
生
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
維
持
に
お
い
て
も
被
災
住
民

の
意
向
を
反
映
し
、孤
立
防
止
や

心
身
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

実
施
に
よ
り
、①
災
害
関
連
死
の
防

止
、②
避
難
所
以
外
へ
の
避
難
者
へ

の
対
応
、③
支
援
漏
れ
の
防
止
、④

被
災
者
の
自
立・生
活
再
建
の
早
期

実
現
、地
域
社
会
の
活
力
維
持
へ
の

貢
献
等
の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

・�

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に
よ
る
被
災
者

の
発
見
、状
況
把
握

・
官
民
連
携
に
よ
る
被
災
者
支
援

・�

被
災
者
の
個
々
の
課
題
に
応
じ

た
支
援
の
検
討・つ
な
ぎ

・
支
援
の
継
続
的
な
実
施

※
出
典：内
閣
府「
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

実
施
の
手
引
き
」（
令
和
５
年
３
月
）

災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

４
つ
の
特
徴

県
内
関
係
団
体
に
よ
る

協
議
会
を
設
立

　

災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

実
施
す
る
た
め
に
は
、専
門
的
な
知

見
を
持
つ
社
会
福
祉
法
人・
福
祉�

施
設
、社
会
福
祉
協
議
会
、Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
の
民
間
団
体
と
の
協
働
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

　

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
の
発

災
時
に
は
、県
内
の
関
係
機
関・団
体

が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
生
か
し

な
が
ら
懸
命
な
支
援
に
当
た
り
ま

し
た
。し
か
し
、連
携
体
制
が
十
分

に
整
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、専
門

分
野
を
超
え
た
課
題
へ
の
対
応
や
、

適
切
な
支
援
先
へ
の
つ
な
ぎ
が
で

き
な
い
ケ
ー
ス
が
生
じ
ま
し
た
。

　
こ
の
経
験
を
教
訓
に
、県
で
は
令

和
６
年
度
に
地
方
公
共
団
体
お
よ

び
関
係
団
体
向
け
の
説
明
会
を
開

催
し
、協
議
会
設
立
の
必
要
性
を
呼�

び
か
け
ま
し
た
。そ
の
後
、計
４
回
の

検
討
会
を
経
て
、令
和
８
年
３
月
に

「
富
山
県
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
協
議
会
」を
設
立
し
ま
し
た
。

協議会設立総会の様子

一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
う

�

災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

特集
富
山
県
内
で
進
む
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

実
施
体
制
の
整
備
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一人ひとりに寄り添う災害ケースマネジメント特集

将
来
的
な
生
活
支
援
を

視
野
に
入
れ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

運
営

　

従
来
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
は
、
被
災
者
の
ニ
ー
ズ�

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
で
き
る
範
囲
の

こ
と
）に
あ
わ
せ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
受
け
入
れ
を
調
整
す
る
業
務
が

中
心
で
し
た
。し
か
し
氷
見
市
で

は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ニ
ー
ズ
を
聞
く

の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、被
災
し
た
住

民
の
生
活
再
建
を
見
据
え
、早
い
段

階
か
ら
専
門
職
が
関
わ
る
体
制
を

構
築
。「
一
度
つ
な
い
だ
手
は
離
さ

な
い
」と
い
う
考
え
の
も
と
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
部
門
と
生
活
支
援
部
門

を
一
体
的
に
運
営
し
ま
し
た
。

　
発
災
か
ら
約
３
か
月
で
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
依
頼
は
５
０
０
件
。こ
の

う
ち
34
件
を
要
フ
ォ
ロ
ー
ケ
ー
ス

と
し
て
位
置
付
け
、継
続
的
な
生
活

支
援
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

【
主
な
生
活
支
援
内
容
】

・�

り
災
証
明
の
手
続
き
サ
ポ
ー
ト

・
生
活
再
建（
居
住
支
援
等
）

・�

新
た
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用

支
援

・
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
構
築

日
頃
の
お
付
き
合
い
が

円
滑
な
セ
ン
タ
ー
運
営
を

可
能
に

　
氷
見
市
で
は
、平
成
26
年
か
ら
市

役
所
内
に「
ふ
く
し
相
談
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
、複
合
的
な

生
活
課
題
を
抱
え
る
世
帯
等
へ
の

支
援
体
制
を
整
え
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、県
外
の
４
つ
の
社
協
と
協

定（
災
害
時
に
お
け
る
相
互
支
援
に

関
す
る
協
定・
人
事
交
流
協
定
）を

締
結
し
て
い
た
た
め
、発
災
後
に
迅

速
か
つ
円
滑
な
応
援
派
遣
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
日
頃
の
関
係
性
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、丁
寧
な
生
活
状

況
の
聞
き
取
り
に
人
員
を
充
て
る

こ
と
が
で
き
、そ
の
後
の
支
援
に
も

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
の
課
題・展
望

　
今
回
の
経
験
か
ら「
平
時
に
で
き

な
い
こ
と
は
災
害
時
に
も
で
き
な

い
」と
い
う
こ
と
を
改
め
て
実
感
し

ま
し
た
。ま
ず
地
域
の
中
で
関
係
団

体
の
つ
な
が
り
を
築
い
て
お
く
こ

と
、そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
支
援
の
担

い
手
を
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
が

重
要
で
す
。そ
の
上
で
、支
援
が
必

要
な
人
を
見
逃
さ
ず
、適
切
な
支

援
先
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
、私

た
ち
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
割
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、公
営
住
宅
へ
の
入
居

が
進
む
中
で
、孤
立・
孤
独
を
防
ぐ

見
守
り
体
制
の
構
築
が
求
め
ら
れ

ま
す
。住
ま
い
の
確
保
は
生
活
再

建
の
ゴ
ー
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

サ
ロ
ン
活
動
等
を
通
じ
て
住
民
同

士
の
つ
な
が
り
を
育
み
な
が
ら
、継�

続
的
な
見
守
り・
支
援
を
行
っ
て�

い
き
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　
氷
見
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
氷
見
市
中
央
町
12
－
21

　

０
７
６
６—

７
４—

１
８
０
０

ま
と
め

　
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、

被
災
者
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
い

な
が
ら
複
雑
な
生
活
課
題
へ
の
支

援
を
調
整
し
て
い
く
、重
要
な
手
法

で
す
。そ
の
実
践
に
向
け
て
は
、平

時
か
ら
関
係
機
関
が
連
携
し
、顔

の
見
え
る
関
係
や
支
援
体
制
を
築

い
て
お
く
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

今
後
も
、県・市
町
村・社
会
福
祉
協

議
会・
関
係
団
体
が
連
携
し
な
が

ら
、体
制
づ
く
り
を
着
実
に
進
め
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

氷
見
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
の

発
災
時
に
、将
来
的
な
生
活
支
援

を
視
野
に
入
れ
た「
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア・
支
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
」を

運
営
し
ま
し
た
。支
援
の
考
え
方

や
実
際
の
流
れ
に
つ
い
て
、担
当
者

に
伺
い
ま
し
た
。

氷見市社会福祉協議会
事務局次長　森脇 俊二 さん

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
お
け
る
県
内
の

災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実
践
事
例

〜
氷
見
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
取
り
組
み
〜

①相談受付
ボランティア支援の依頼を受け付け、世帯構成や
簡易的な生活状況（地域生活課題）を聞き取り
↓
②現場調査
相談者宅を２人１組で訪問し、状況を確認。生活
上の困りごともあわせてアセスメントし、支援方
針を専用システムに入力
↓
③仕分け会議（個別支援会議）
誰が（災害ボランティア、社協等の専門職、業者
等）どのような支援を行うか等、意見を出し合う
会議を開催
↓
④定例支援会議
専門職や行政の支援が必要なケースについて、そ
の後の動きを確認し、支援の変化の共有や支援か
ら漏れていないかを確認

仕分け会議で支援方針を決定

職員による現地調査

生活支援を視野に入れた職員の動き
と
も
に
具
体
的
な
議
論
を
進
め
て

い
く
予
定
で
す
。

　
ま
た
、災
害
か
ら
の
復
興
は
長
期�

に
わ
た
る
も
の
で
あ
り
、阪
神・
淡

路
大
震
災
で
は
10
年
規
模
に
及
ん

だ
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の

間
、担
当
者
の
異
動
等
も
生
じ
る
こ

と
か
ら
、職
員
の
育
成
や
研
修・
訓

練
の
継
続
的
な
実
施
が
課
題
で
す
。

協
議
会
の
運
営
と
あ
わ
せ
て
、指
導

的
人
材
の
育
成
や
研
修
会
の
実
施

に
も
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　
富
山
県
危
機
管
理
局
防
災
課

　
富
山
市
新
総
曲
輪
１
－
７

　

０
７
６—

４
４
４—

３
１
８
７



福祉のお仕事 検索

福祉・介護の求人情報をWEBで！県福祉人材
からセンター

【開 所 日】月曜日～金曜日
（土・日・祝日および年末年始を除く）

【受付時間】 8：30～12：00
　　　　　13：00～17：00

福祉の職場を目指すあなたを応援します！
問い合わせ先

県社協　
　県福祉人材センター
　県保育士・保育所支援センター

　 076-432-6156

　福祉の仕事の基本的な内容や現場の状況などについて、
キャリア支援専門員がていねいにお答えします。
●対　象　福祉・介護分野に興味・関心のある求職者
●日　時　7月23日(木) 13：30～16：00
　　　　　8月27日(木) 13：30～16：00
●会　場　サンシップとやま5階　研修室502
●定　員　各月10名（先着順）
※各開催日の3日前までに右記QRコードから
　お申込みください。

はじめての福祉の仕事サロンを
開催します！

はじめての福祉の仕事サロンを
開催します！

福祉・介護のお仕事相談コーナーを
開設します！

福祉・介護のお仕事相談コーナーを
開設します！

　以下のハローワークで、当センターキャリア支援専門員
が、福祉に関わる職種、仕事内容、求人事業所、資格など
の相談に応じます。
●時　間　10：00～15：30（※は午後のみ開設します。）
＜相談コーナー開設日＞

福祉のお仕事フェア in TOYAMA 2026を開催します！
●目　　的　福祉関係の職場への就職を希望する一般求職者及び学生を対象に、求人情報や福祉の仕事・職場について
　　　　　　の紹介や相談等の機会を提供するとともに、福祉関係事業者等の人材確保を円滑にします。
●対　　象　福祉職場に就職を希望する一般求職者、2027年3月卒業予定の学生
●会　　場　富山国際会議場（〒930-0084　富山市大手町1番2号）
●開催日時

昨年度のお仕事フェアの様子

（午前）受付　10：00～11：45
　　　面談　10：30～12：15

（午後）受付　13：00～14：45
　　　面談　13：30～15：15

7/25（土）
〈福祉・介護〉

（午前）受付　10：00～11：45
　　　面談　10：30～12：15

7/26（日）
〈児童・保育〉

ハローワーク高岡
第4火曜日

ハローワーク魚津
第1・第3水曜日

ハローワーク砺波
第2・第4金曜日

高　岡

魚　津

砺　波

ハローワーク砺波
小矢部出張所
※第3木曜日
ハローワーク滑川
第3火曜日

ハローワーク氷見
第1木曜日

小矢部

滑　川

氷　見
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57
歳
以
上
の
方
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
と
し
て
の
創
作
活
動
を
促
進

し
、明
る
く
活
力
の
あ
る
長
寿
社
会
の
実
現
に
向
け
、県
民
に
広
く
理
解
を
求
め

る
た
め
開
催
す
る
美
術
展
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　
人
生
の
年
輪
を
重
ね
ら
れ
た
奥
深
い
視
点
や
瑞
々
し
い
感
性
豊
か
な
力
作
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

●
期
間

　
10
月
８
日（
木
）と
９
日（
金
）の
２
日
間

●
会
場

　
富
山
県
民
会
館
美
術
館

●
部
門

　
日
本
画
、洋
画
、彫
刻
、工
芸
、書
、写
真

●
対
象

　

�

県
内
在
住
の
昭
和
44
年
４
月
１
日
以
前
に

　
生
ま
れ
た
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

●
申
込
み
期
間

　
７
月
１
日（
水
）か
ら
８
月
31
日（
月
）ま
で

●
作
品
の
搬
入

　
10
月
７
日（
水
）９
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で

●
出
品
料

　
２
０
０
円（
保
険
料
な
ど
）

●
各
部
門
に
は
出
品
規
定
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
Ｃ
ｈ
ō
ｊ
ｕ
東
京
２
０
２
８
選
考
会

第
22
回
富
山
県
ね
ん
り
ん
美
術
展

�

作
品
募
集

第
24
回
富
山
県
ね
ん
り
ん
美
術
展

�

作
品
募
集

県
社
協
い
き
い
き
長
寿
セ
ン
タ
ー
か
ら

○
問
い
合
わ
せ
先

　
県
い
き
い
き
長
寿
セ
ン
タ
ー

　

０
７
６—

４
３
２—

６
０
１
０

　

０
７
６—

４
３
２—

６
０
０
９

　
Ｅ
メ
ー
ル　

vita@
w
el.pref.toyam

a.jp

謝辞を述べる県ホームヘルパー協議会会長

助
成
団
体
活
動
事
例
を

紹
介
し
ま
す

　
（
福
）中
央
共
同
募
金
会
の
Ｗ
ｅ
b

サ
イ
ト
に
あ
る「
赤
い
羽
根
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
は
ね
っ
と
」で
は
、全
国
の

助
成
団
体
の
活
動
事
例
が
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

是
非
、県
内
も
含
め
た
各
団
体

が
、助
成
に
よ
っ
て
実
施
し
た
活
動

内
容
を
確
認
い
た
だ
き
、よ
り
一
層

身
近
な
も
の
に
感
じ
て
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

https://hanett.akaihane.
or.jp/hanett/pub/hom

e.do

赤
い
羽
根
共
同
募
金
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ット
で
も
可
能

　

今
回
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
た
募
金
方
法
の
種
類
に
つ
い
て

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
ネ
ッ
ト
寄
付
シ
ス
テ
ム
で
は

●
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済

●
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
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あ
か
い
は
ね

�

ト
ピ
ッ
ク
ス

※�

上
記
は「
会
計
監
査
人
を
置
い
て

い
な
い
場
合
」で
す
が
、「
会
計
監

査
人
を
置
い
て
い
る
場
合
」は
、

「
会
計
監
査
人
の
監
査
を
受
け
る
」

社
会
福
祉
法
人
の
計
算
書
類
・

財
産
目
録
等
に
つ
い
て
、そ
の
作

成
、監
査
、承
認
等
に
つ
い
て
社
会

福
祉
法
人
定
款
例
で
の
規
定
を
示

す
と
次
の
通
り
で
す
。

○
知
っ
て
お
き
た
い
福
祉
情
報
○

社
会
福
祉
施
設
経
営
相
談
室
か
ら

計
算
書
類
等
の
作
成
、監
査
、承
認
等
に
つい
て

�
専
門
経
営
相
談
員  

中
村
　
厚 

（
公
認
会
計
士・税
理
士
）

〈「社会福祉法人の認可について」別紙２　社会福祉法人定款例第32条〉

会計監査人を置いていない場合 理事長が
作成

監事監査
を受ける

会計監査
人の監査
を受ける

理事会の
承認を
受ける

定時評議員会へ提出 備え置き
閲覧供与
（注）報告する 承認を

受ける

1. ⑴事業報告 ○ ○ ○ ○ ○
1. ⑵事業報告の附属明細書 ○ ○ ○ ○
1. ⑶貸借対照表 ○ ○ ○ ○ ○
1. ⑷収支計算書
（資金収支計算書及び事業活動計算書） ○ ○ ○ ○ ○
1. ⑸貸借対照表及び収支計算書
（資金収支計算書及び事業活動計算書）
の附属明細書

○ ○ ○ ○

1. ⑹財産目録 ○ ○ ○ ○ ○
（注）上記の書類のほか、次の書類を主たる事務所に5年間（また、従たる事務所に3年間）備え置き、一般の閲覧に供することとされている。
⑴監査報告　⑵理事及び監事並びに評議員の名簿　⑶理事及び監事並びに評議員の報酬等の支給の基準を記載した書類
⑷事業の概要等を記載した書類

赤
い
羽
根
共
同
募
金
助
成 

決
定
書
交
付
式
を
開
催
し

ま
し
た

　

５
月
28
日
に
サ
ン
シ
ッ
プ
と
や

ま
福
祉
ホ
ー
ル
に
て
、赤
い
羽
根�

共
同
募
金
助
成
決
定
書
交
付
式�

を
開
催
し
ま
し
た
。助
成
決
定
し

た
15
施
設
・
１
６
２
団
体
の
内
、�

５
施
設
・
39
団
体
、15
市
町
村
社
会

福
祉
協
議
会
か
ら
代
表
者
が
出
席

し
、本
会
河
合
会
長
が
助
成
決
定

書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

助
成
を
受
け
る
施
設
・
団
体
を

代
表
し
て
、富
山
県
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
協
議
会
の
田
中
会
長
か
ら

「
寄
付
を
さ
れ
た
方
々
の
期
待
に

沿
え
る
よ
う
、県
内
の
社
会
福
祉

の
一
層
の
向
上
に
努
め
ま
す
」と

謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

助
成
金
は
、昨
年
度
実
施
し
た

共
同
募
金
運
動
に
お
い
て
、県
民

の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
温
か
い

ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
る
ご
寄
付

が
基
に
な
っ
て
い
ま
す
。各
施
設
・

団
体
と
も
に
、地
域
福
祉
推
進
の

た
め
の
各
種
事
業
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

●
コ
ン
ビ
ニ
支
払
い

●
ペ
イ
ジ
ー（
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
）

●
ペ
イ
ジ
ー（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）

●
ａ
ｕ
か
ん
た
ん
決
済

●
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ま
と
め
て
支
払
い

が
利
用
で
き
ま
す
。

【
ご
寄
付
の
手
順
】

①�

本
会
Ｈ
Ｐ
の「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
募
金
が
で
き
ま
す
」の
部
分
を

ク
リ
ッ
ク
し
ま
す
。

②�

赤
い
羽
根
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は

ね
っ
と
Ｈ
Ｐ
の
富
山
県
を
指
定

す
る
サ
イ
ト
が
開
き
ま
す
の

で
、「
こ
の
町
に
寄
付
す
る
」を
ク

リ
ッ
ク
し
て
必
要
事
項
を
入
力

し
て
く
だ
さ
い
。（
寄
付
先
を
県

全
域
で
な
く
市
町
村
単
位
で
指

定
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。）

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、お
支
払

方
法
欄
の「
ご
利
用
ガ
イ
ド
」か
ら

ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　
（
福
）富
山
県
共
同
募
金
会

　

0
７
６—

４
３
１—

９
８
０
０

　

www.akaihane-toyam
a.or.jp

謝辞を述べる県ホームヘルパー協議会会長

助
成
団
体
活
動
事
例
を

紹
介
し
ま
す

　
（
福
）中
央
共
同
募
金
会
の
Ｗ
ｅ
b

サ
イ
ト
に
あ
る「
赤
い
羽
根
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
は
ね
っ
と
」で
は
、全
国
の

助
成
団
体
の
活
動
事
例
が
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

是
非
、県
内
も
含
め
た
各
団
体

が
、助
成
に
よ
っ
て
実
施
し
た
活
動

内
容
を
確
認
い
た
だ
き
、よ
り
一
層

身
近
な
も
の
に
感
じ
て
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

https://hanett.akaihane.
or.jp/hanett/pub/hom

e.do

赤
い
羽
根
共
同
募
金
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ット
で
も
可
能

　

今
回
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
た
募
金
方
法
の
種
類
に
つ
い
て

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
ネ
ッ
ト
寄
付
シ
ス
テ
ム
で
は

●
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済

●
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ

富山県共募金はねっと

欄
の
⑶
、⑷
、⑸
、⑹
が

「
○
」に
な
り
ま
す
。

ま
た
、「
定
時
評
議
員

会
」へ
の
提
出
に
つ
い
て
、

⑶
、⑷
、⑹
は「
承
認
を
受
け

る
」で
は
な
く
、原
則
と
し

て「
報
告
す
る
」で
済
む
こ

と
に
な
り
ま
す
。

但
し
、「
規
則
第
２
条
の

39
」に
定
め
る
要
件（「
無
限

定
適
意
見
」等
）に
該
当
し

な
い
場
合
は
、報
告
に
代

え
て
承
認
が
必
要
で
す
。

〈
留
意
点
〉

上
記
表
か
ら
わ
か
る
通

り「
作
成
」、「
監
事
監
査
」、

「
理
事
会
承
認
」、「
備
え
置

き
閲
覧
供
与
」は
⑴
～
⑹

の
す
べ
て
に
つ
い
て
必
要

で
す
。

し
か
し
、「
定
時
評
議

員
会
」に
関
し
て
は
、承
認

が
必
要
な
の
は
⑶
、⑷
、

⑹
の
み
で
、⑴
は
報
告
の

み
で
済
み
、⑵
、⑸
に
関
し

て
は
、提
出
自
体
不
要
と

な
っ
て
い
る
こ
と
は
留
意

し
て
く
だ
さ
い
。
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社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒  東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「しせつの損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

NEW法人包括プラン

プラン1 施設業務の補償 プラン3 職員等の補償 プラン4 法人役員等の補償プラン2 施設利用者の補償

従来のしせつの損害補償は、社会福祉法人、社会福祉協議会、公立福祉施設（自
治体）、NPO法人、公益社団法人、公益財団法人が加入対象です。

しせつの損害補償
（従来の加入方式）

「法人包括プラン」・「しせつの損害補償（従来の加入方式）」ともプラン1～４は、共通内容です。

全ての
施設･事業を
自動補償

第1種
社会福祉事業

第2種
社会福祉事業

公益事業収益事業

「法人包括プラン」は、福祉施設・事業を経営・運営する社会福祉法人が加入
対象です。（社会福祉協議会を除く）

契約時は全ての入所型･通所型施設の合計定員数の申告のみ
（保育所は別途加入）ポイント3

ポイント1 福祉施設（事業）の明細要らずで、全ての福祉施設･事業を
賠償事故からまとめて補償

ポイント2 期中で新たに始めた福祉施設（事業）も手続き不要で自動補償

しせつの損害補償
「しせつの損害補償」に新たな加入方式「法人包括プラン」ができました。従来の「しせつの損害補償
（施設単位加入）」と「法人包括プラン（法人包括加入）」のいずれかを選択・加入できます。

令和８年度版

（SJ25-11172より抜粋）

安心安心

便利便利

簡単簡単

県
東
部
を
中
心
に
活
動
す
る「
い

き
い
き
ア
ロ
ハ・
フ
ラ
サ
ー
ク
ル
」

の
入
善
教
室
。平
成
19
年
に
活
動�

を
開
始
し
、来
年
で
20
周
年
を
迎
え

ま
す
。フ
ラ
ダ
ン
ス
を
通
じ
て
仲
間

づ
く
り
や
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

み
な
が
ら
、そ
の
学
び
を
地
域
で
の�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
と
つ
な
げ
て

い
ま
す
。

いきいきアロハ・フラサークル
入善教室のみなさん

現
在
、入
善
教
室
に
は
９
名
が

在
籍
。設
立
当
初
か
ら
活
動
を
続

け
る
人
か
ら
、加
入
し
て
１
年
ほ
ど

の
人
ま
で
幅
広
い
メ
ン
バ
ー
が
集

ま
り
、和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲

気
の
中
で
活
動
し
て
い
ま
す
。毎
週

金
曜
日
に
練
習
を
行
い
、イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
指
導
の
も
と
、基
本
ス

テ
ッ
プ
か
ら
課
題
曲
ま
で
楽
し
み�

な
が
ら
学
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、小

道
具
や
衣
装
づ
く
り
な
ど
も
協
力

し
合
い
、そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を

生
か
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

ボランティア活動の一環で
フラダンスを披露するメンバーたち

地
域
で
は
芸
能
発
表
会
、
七
夕

祭
、敬
老
会
、福
祉
施
設
な
ど
で
フ

ラ
ダ
ン
ス
を
披
露
。富
山
教
室
・
上

市
教
室
と
合
同
で
、環
水
公
園
の
ハ

ワ
イ
ア
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、松
川

の
リ
バ
ー
フ
ェ
ス
タ
、グ
ラ
ン
ド
プ

ラ
ザ
の
ア
ロ
ハ・ヘ
ブ
ン
と
い
っ
た

大
き
な
催
し
に
参
加
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

発
表
で
は
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
定
番

曲
に
加
え
、懐
か
し
い
歌
や
観
客
と

一
緒
に
楽
し
め
る
曲
も
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。「
見
て
く
だ
さ
る
方
に

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
思
い
を
大
切
に
し
て
お
り
、

参
加
者
に「
楽
し
か
っ
た
」「
ま
た�

来
て
ね
」と
声
を
か
け
ら
れ
る
こ
と

が
活
動
の
励
み
に
な
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。

「
フ
ラ
ダ
ン
ス
は
、い
く
つ
に
な
っ

て
も
無
理
な
く
続
け
ら
れ
る
の
が

魅
力
で
す
。華
や
か
な
衣
装
を
身
に

つ
け
る
と
、自
然
と
気
持
ち
も
明
る

く
な
り
ま
す
」と
メ
ン
バ
ー
。と
も

に
地
域
に
笑
顔
を
届
け
る
、新
し
い

仲
間
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

簡単な振り付けや手拍子を取り入れ
参加者と一緒に楽しむ

華
や
か
な
フ
ラ
ダ
ン
ス
で

　
　
　
仲
間
づ
く
り
と
健
康
づ
く
り

�

い
き
い
き
ア
ロ
ハ・フ
ラ
サ
ー
ク
ル 

入
善
教
室（
入
善
町
）

○
問
い
合
わ
せ
先

　
入
善
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　

０
７
６
５—

７
２—

５
６
８
６
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運
営
適
正
化
委
員
会
事
業
報
告

事業報告
令
和
７
年
度
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス

運
営
適
正
化
委
員
会
へ
寄
せ
ら
れ

た
苦
情
は
21
件
、苦
情
ま
で
に
至
ら

な
い
相
談
は
31
件
、合
わ
せ
て
52
件

で
し
た
。

苦
情・
相
談
対
象
者
別
で
は
、高

齢
者
が
24
件
、次
い
で
障
害
者
が

16
件
、児
童
５
件
、そ
の
他
７
件
の

順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

苦
情
・
相
談
の
内
容
別
で
は
、

「
サ
ー
ビ
ス
の
質
や
量
」が
16
件
、職

員
の
接
遇
」が
12
件
、「
説
明
や
情
報�

提
供
」が
10
件
、「
被
害
・
損
害
」が�

５
件
、「
権
利
侵
害
」が
４
件
、そ
の

他
が
７
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

苦
情
・
相
談
の
申
出
人
は
、「
家

族
」が
29
件
と
最
も
多
く
、「
利
用
者

本
人
」か
ら
の
苦
情・相
談
は
13
件
、

「
職
員
」４
件
、「
そ
の
他
」が
６
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

利
用
者・家
族
等
の
要
望
や
意
見

は
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
と
っ

て
、改
善
や
見
直
し
の
ヒ
ン
ト
に
な

る
も
の
で
あ
り
、「
苦
情
は
宝
」「
選

ば
れ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
へ
の
道
」で

も
あ
り
ま
す
。苦
情・
相
談
の
多
く

は
、利
用
者
や
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
が
原
因
で
起
き

て
い
ま
す
。日
頃
の
関
係
性
を
大
切

に
し
な
が
ら
、苦
情
に
至
ら
な
い
よ

う
な
工
夫・取
り
組
み
を
行
う
こ
と

や
苦
情
解
決
の
仕
組
み
を
上
手
に

使
う
こ
と
で
、新
た
な
苦
情
の
発
生

防
止
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
と
質

の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。ま
た
、昨
年
度
か

ら
苦
情
相
談
だ
け
で
は
解
決
で
き

な
い
課
題
と
し
て
申
出
人
や
家
族

に
障
害
等
を
抱
え
て
い
る
方
の
対

応
も
あ
り
、多
様
な
関
係
機
関
と
の

連
携
に
よ
る
解
決
を
必
要
と
し
て

い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　
県
社
協
　
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会

　

０
７
６—

４
３
２—

３
２
８
０

区　分 職員の
接遇

サービス
の質や量

説明・
情報提供 利用料 被害・

損害 権利侵害 その他 合　計

高齢者 6 6 5 1 3 1 2 24

障害者 4 6 4 0 1 0 1 16

児　童 1 0 1 0 0 0 3 5

その他 1 4 ０ ０ 1 ０ 1 7

合　計 12 16 10 1 5 1 7 52

福
利
厚
生
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　 

ソ
ウ
ェ
ル
ク
ラ
ブ
の
ご
案
内

令和８年度　会員交流事業企画一覧
❶会員交流事業 単位：円

№ 内　　容 通常料金 参加費 募集
人数 実施予定日 日程

1

～日光ゆば、宇都宮餃子、水戸納豆などＢ級グルメ
も堪能～世界遺産「日光東照宮」と日本三名園“水戸
偕楽園”田母沢御用邸公開エリア見学・華厳の滝・�
中禅寺湖　２日間

59,980 39,980 40 7/4(土) ～
� 5(日) １泊

2
USJオフィシャルホテル宿泊　
25周年! ユニバーサルスタジオジャパンを楽しむ
1泊2日

54,000 34,000 40 11/7(土) ～
� 8(日) １泊

3 事業所対抗ボウリング大会＆交流会 8,500 2,500 200 12/6（日） 日帰り

4 一年間の頑張りにご褒美を☆
クリスマスディナー会 17,000 7,000 60 12/19（土） 日帰り

5 大相撲、1月場所観戦（マスＣ席）の旅 69,800 49,800 40 1/16(土) ～
� 17(日) １泊

6
大人気グルメ企画!
「ステーキハウス六角堂」で豪華特選和牛を食す
金沢日帰り旅行

19,000 9,000 80 秋、冬　２日 日帰り

7 話題のキュイジーヌ☆高岡　Ahora　Aqui 21,000 11,000 75 冬　３日 日帰り

8 優雅なる休日♪リバーリトリート雅楽倶☆
フレンチランチ 20,000 10,000 40 冬 日帰り

9 がんばれ! カターレ富山　
アルビレックス新潟戦観戦ツアー 17,000 7,000 40 未定 日帰り

※実施日程や内容・参加費などは変更となる場合があります。

❷施設利用事業

№ 内　　容 通常料金 補助額 予定人数 実施予定日

1 映画入場券補助 団体購入
1,500 500 5,300 有効期間6ヶ月

2 スキーリフト券補助 - 500 300 冬季

の
で
、ぜ
ひ
、ご
家
族
や
職
場
の
仲

間
と
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ま
た
、映
画
観
賞
券
や
ス
キ
ー
リ

フ
ト
券
へ
の
助
成
な
ど
、会
員
の
皆

様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な

企
画
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

参
加
し
や
す
い
価
格
で
、料
理
も
美

味
し
か
っ
た
」「
普
段
行
け
な
い
と

こ
ろ
に
行
け
て
、ご
当
地
を
満
喫
で

き
た
」「
家
族
で
楽
し
い
思
い
出
が

で
き
た
」「
次
も
参
加
し
た
い
」な
ど

の
感
想
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
、県
内
外
へ
の
旅
行
や

グ
ル
メ
企
画
を
予
定
し
て
い
ま
す

ソ
ウ
ェ
ル
ク
ラ
ブ
富
山
県
事
務

局
で
は
、会
員
同
士
や
家
族
間
の
ふ

れ
あ
い
の
促
進
、心
身
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
ど
を
目
的
に
、会
員
交
流
事

業
と
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
旅
行
や
イ

ベ
ン
ト
企
画
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
の
参
加
者
か
ら
は「
職

場
の
メ
ン
バ
ー
で
参
加
し
ま
し
た
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　
県
社
協
　
総
務
企
画
課

　

0
７
６—

４
３
２—

２
９
５
８



（福）富山県社会福祉協議会広報誌

スマートフォン用アプリ「Uni-Voice」
または「Uni-Voice Blind」を使えば
情報を音声で読み上げると同時に、テキストで表示されます。 この広報誌は共同募金の助成を受けています。

c o n t e n t s

発
行
者
　
社
会
福
祉
法
人 

富
山
県
社
会
福
祉
協
議
会
　
〒
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0
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富
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本誌に関するご意見・ご感想をお聞かせください。
●ウェブサイト https://www.toyama-shakyo.or.jp/
●メール　　　info@toyama-shakyo.or.jp
ハーティは富山県のボランティア活動の
マスコットマークです。 ハーティ

編●集●後●記

アクセス
してね！

社会福祉法人  富山県社会福祉協議会は
だれもが安心して暮らすことができる福祉社会の実現をめざし、�
県内の民生委員・児童委員や福祉施設、保健・医療、教育、行政、ボラン
ティア等さまざまな関係者の参加のもと、地域福祉の推進を図る
ことを目的とした民間組織です。

　能登半島地震を機に、さまざまな「備え」の
必要性が見えてきました。災害ケースマネジ�
メントの実施体制の整備も、重要な備えの�
一つです。また、災害をきっかけに、それまで
支援を必要としていなかった人が新たな困り�
ごとを抱えるケースも少なくありません。�
そうした人を見逃さず支援につなげる入口
として、災害ボランティアセンターは非常に�
有効だと感じました。

当
セ
ン
タ
ー
内
展
示
コ
ー
ナ
ー

で
は
、福
祉
用
具
や
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

を
展
示
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

椅
子
の
肘
掛
け
に
取
付
け
て
横

倒
れ
を
予
防
し
姿
勢
を
保
持
し
ま

す
。肘
掛
け
の
上
か
ら
ス
ポ
っ
と
差

し
込
む
だ
け
で
簡
単
に
セ
ッ
テ
ィ

ン
グ
が
で
き
ま
す
。片
側
だ
け
で
も

両
側
で
も
使
え
ま
す
。介
助
用
車
椅

子
の
肘
掛
け
に
も
使
用
可
能
で
す
。

【
メ
ー
カ
ー
】

　
株
式
会
社
オ
フ
ィ
ス・ラ
ボ

【
参
考
価
格
】

　
１
万
３
２
０
０
円（
税
込
）

 

社会福祉法人秀愛会
理事

澤田 真琴さん

地
域
共
生
社
会
の

�

実
現
に
向
け
て

Free Talkフリートーク

並
行
し
、Ｄ
Ｘ
の
促
進
に
よ
る
業
務

効
率
化
・
省
力
化
と
併
せ
て
地
域

連
携
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

の
追
求
が
必
要
と
な
り
ま
す
。ま

た
、災
害
対
策
基
本
法・
災
害
救
助

法
が
制
度
化
さ
れ
た
こ
と
で
災
害

派
遣
福
祉
チ
ー
ム（
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
）等

の
活
動
範
囲
が
拡
大
し
専
門
職
に

よ
る
福
祉
支
援
が
避
難
所
外
で
も

提
供
さ
れ
や
す
く
な
り
ま
し
た
。当

法
人
に
お
い
て
も
全
事
業
所
が
福

祉
避
難
所
と
し
て
富
山
市
と
協
定

を
締
結
し
災
害
支
援
対
策
を
強
化

し
て
い
ま
す
。法
人
独
自
の
取
り
組

み
と
し
て
は
、地
域
に
あ
る
社
会
資

源
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
マ
ル

シ
ェ
を
開
催
す
る
等
、地
域
の
賑
わ

い
創
出
と
併
せ
て
地
域
の
雇
用
体

制
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
後
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る�

＂人
と
の
繋
が
り
”を
大
切
に『
福
祉

＝
ま
ち
づ
く
り
』と
い
っ
た
新
し
い

価
値・福
祉
の
創
造
を
ベ
ー
ス
と
し

た
、持
続
可
能
な
社
会
貢
献
を
果

た
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

当
法
人
は
、１
９
９
８
年
に
富
山

県
初
の
民
立
・
民
営
重
症
心
身
障

害
児
・
者
施
設
を
開
設
し
、後
に
ケ

ア
ハ
ウ
ス
の
開
設
、保
育
所
の
民
営

化
等
、福
祉
の
3
本
柱
と
言
わ
れ
る

「
障
害・
高
齢・
児
童
」分
野
に
お
い

て
多
角
的
に
事
業
展
開
を
し
て
参

り
ま
し
た
。社
会
福
祉
法
人
の「
経

営
」は
長
期
的
な
視
点
で
法
人
全

体（
ヒ
ト・
モ
ノ・
カ
ネ
）の
方
向
性

を
決
め
、存
続
・
成
長
さ
せ
る
た
め

の
舵
取
り
で
あ
り
、「
運
営
」は
日
々

の
施
設
業
務
を
安
全
か
つ
計
画
的

に
実
行
す
る
仕
組
み
づ
く
り
の
こ

と
で
す
。こ
の
2
つ
が
機
能
す
る
こ

と
で
公
益
性
を
保
ち
な
が
ら
安
定

し
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。我
々
も
深

刻
な
人
手
不
足
の
解
消
の
た
め
、

外
国
人
材
を
含
む
多
様
な
福
祉
人

材
の
活
躍
促
進
と
多
文
化
共
生
の

地
域
づ
く
り
に
寄
与
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、こ
の
ヒ
ト・モ
ノ・カ

ネ
の
課
題
は
相
互
に
関
連
す
る
も

の
で
あ
り
、こ
れ
ら
を
効
果
的
に
循

環
さ
せ
る
た
め
に
は
、国
の
支
援
と

全
社
協
刊
行
図
書
を

５
％
オ
フ
で
購
入
で
き
ま
す

　

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
で
発
行

し
て
い
る
次
の
３
誌
に
つ
い
て
、県

社
会
福
祉
協
議
会
を
通
し
て
年
間

購
読
を
さ
れ
た
場
合
、翌
年
に
本
体

価
格
の
５
％
を
還
元
し
ま
す
。

❖
月
間
福
祉
❖

　

�

社
会
福
祉
の
新
し
い
方
向
を
探

る
総
合
月
刊
誌

❖
保
育
の
友
❖

　

�

日
々
の
保
育
実
践
に
役
立
つ
情

報
が
満
載
の
保
育
の
専
門
誌

❖
生
活
と
福
祉
❖

　

�

生
活
保
護
行
政
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
を
主
な
対
象
と
し
た
生
活

保
護
制
度
の
専
門
誌

　

詳
細
及
び
お
申
し
込
み
は
、県

社
協
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ご
覧

く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　
県
社
協
　
総
務
企
画
課

　

０
７
６—

４
3
２—

2
９
５
８

福
祉
用
具
を

展
示
し
て
い
ま
す
！

サ
イ
ド
ク
ッ
シ
ョ
ン　
ひ
じ
ス
ポ
っ

○
問
い
合
わ
せ
先

　
県
社
協
　
と
や
ま
介
護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

　
普
及・推
進
セ
ン
タ
ー

　
０
７
６—

４
３
２—

６
３
０
５

【
相
談
受
付
】

⃝

平　
日
／
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

⃝

土
日
祝
日
／
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

【
休
館
日
】

月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）、年
末
年
始

展
示
中
の
福
祉
用
具
を

紹
介
し
ま
す
！


